
 

 

 

 
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 4 年 5 月 2 日 新指定有形文化財 

「小茂田
お も だ

青樹
せ い じ ゅ

写生画」（絵画）「山口城跡出土木製塔婆」（考古資料） 

第 8 号 

令和 5 年(2023 年) 

3 月発行 

茂田青樹写生画は 7 点あり、全て紙にコン

テで描かれています。「再興第 7 回日本美術院

展覧会」で入選した「麦踏」、「丘に沿へる道」、

「外秩父之(そとちちぶの)朝(あさ)」の作品に

つながるものと思われ、金乗院の屋根の連なり

が描かれた作品のほか、「麦踏」と似た作品、

立木を描いたものや田園風景、飯能の子
ね

ノ
の

権現
ごんげん

から吾野方面の山あいの景色を描いた作品で

す。小茂田青樹は、川越生まれの画家ですが、

金乗院に寄寓していた時期は「狭山時代」と呼

ばれ、後の作風に強い影響を与えたことが 窺
うかが

え、美術史的に重要な価値が認められます。 

金乗院の当時の姿や狭山湖（山口貯水池）に

沈んだ勝楽寺村の景色を想起させるものも描

かれており、美術的・歴史的にも本市にとって

貴重な資料です。 

 

口城跡出土木製塔婆は、第 8 次発掘調査で

堀跡から出土したもので２点あります。塔婆１

は全⾧ 208.3 ㎝、塔婆 2 は、全⾧ 184.9 ㎝あ

り、いずれもスギの自然木の上端部を山形二条

の塔形状に、中央部の表面を平坦に、下端部は

円錐状に尖らせる加工を施しています。平面部

に一部墨痕はあるものの、文字は確認できませ

んでした。現在は、所沢市立埋蔵文化財調査セ

ンターにおいて保管収蔵しています。 

時代が特定できる出土資料であり、中世の塔

婆資料としては、石造塔婆が主流を占める中

で、類例が少ない木製塔婆として貴重な資料で

す。  

小 

「小茂田青樹写生画」狭山金乗院（素描） 

「山口城跡出土木製塔婆」塔婆１ 

山 

「小茂田青樹写生画」麦踏Ⅰ（素描） 

 

 




